
令和８年度 学校評価【中間評価】の概要 

①成果が認められた内容 

 児童 保護者 教職員 

 
A＋B＝95％以上の項目（◎100％の項目） 

A＋B評価が 100％で 

A≧Bの項目 

確
か
な
学
力
、
安
全
安
心
な
学
級

経
営 

・自分は学年で習う漢字の読

み書きや計算などの基礎学

力が身についている。 

・学校へ行くのが楽しい。 

・いじめは、どんな理由があ

ってもいけないことだと思

う。 

◎学校生活や友達関係に満足

している。 

◎学校は分かりやすい授

業に努めていると思い

ますか。 

◎学校はいじめや不登校

の未然防止に取り組ん

でいると思いますか。 

◎学校は子供たちの悩み

など相談に応じている

と思いますか。 

・いじめは、どんな理由があっても

いけないことだと、機会がある毎

に伝えている。 

・学校生活の様子をよく観察し，良

好な友達関係になるよう努めて

いる。 

健
や
か
な
心
身
の
育
成
・
体
力
の
向
上
・

基
本
的
な
生
活
習
慣 

・人の役に立つ人間になりた

いと思う。 

・朝ご飯をしっかり食べてい

ます。 

該当なし ・児童のがんばりやよいところを

努めて探し，認めて（褒めて）い

る。 

・手洗い・うがいをし，安全に気を

つけて病気やけがにならないよ

うに指導している【元気】 

・苦手や難しいこともあきらめず

にがんばれるよう指導している。

【根気】 

・自分が使ったものをしっかり後

片付けるよう指導している 

学
校
研
究
・
そ
の
他 

・ふるさと学習などで、地域

や社会について学ぶのは楽

しい。 

・地域や社会を大切にした

り、今よりもよくしたいと

思う。 

 ・教職（学校職員）の道を選んだこ

とを誇り（やり甲斐）に思う 

・上司や同僚は，あなたのがんばり

やよいところを認めて（褒めて）

くれる 

・授業では課題解決に向け，自分で

考え自分から取り組むよう指導

している 

開
か
れ
た
学
校 

（
保
護
者
の
み
回
答
） 

◎学校は授業参観やホームページ，お便りなどを通して学校の様子を知らせていると思います

か。 

・学校はＰＴＡ活動など，家庭・地域との協力体制ができていると思いますか。 

◎学校は地域の人材や施設と関わる教育活動をしていると思いますか。 

・学校は保護者からの相談や要望に対応していると思いますか。 

 

 



②課題が残る内容 

 児童 保護者 教職員 

 A＋B＝８５％未満 A＋B＝８０％未満 

確
か
な
学
力
、
安
全
安

心
な
学
級
経
営 

・自分は進んで読書し

ている。 

・困りごとや不安があ

るとき、先生や学校

にいる大人にいつ

でも相談できる。 

・お子さんは読み書き計算などの基礎が定着

していると思いますか。 

・お子さんは宿題や自学など家庭学習（低 20

分・中 40分・高 60分学習）に取り組ん

でいますか。 

・お子さんが読書をしている姿を見ますか。 

・宿題や自学など家庭学

習（低 20 分・中 40

分・高 60分学習）に

取り組・ませている

【根気】 

健
や
か
な
心
身
の
育
成
・
体
力
の
向
上
・
基
本
的
な
生
活
習
慣 

●自分には良いところ

があると思う。 

・晴れの日はスポーツ

をしたり、外で遊ん

だりしている。【元

気】 

●ゲームや動画視聴時

間など、家庭で決め

た約束ごとを守って

いる。 

・苦手や難しいことも

あきらめずにがん

ばろうとしている。

【根気】 

・家庭では家庭学習や読書に取り組めるよう

に環境を整えていますか。 

・お子さんはスポーツをしたり，外で元気に

遊んだりしていますか。 

●お子さんは「早寝・早起き」の生活リズムが

できていますか。 

・お子さんは朝ご飯をしっかり食べています

か。 

・お子さんは好き嫌いをしないで食べていま

すか。 

●お子さんはゲームや動画視聴時間など，家

庭で決めた約束ごとを守っていますか。 

・お子さんは挨拶がしっかりとできています

か。 

・お子さんはあきらめずにがんばろうとして

いますか。 

●お子さんは後片付けがしっかりできていま

すか。 

・晴れの日はスポーツを

したり，外で遊んだり

するように声かけし

ている【元気】 

・「早寝・早起き」の生活

リズムが確立できる

よう働きかけている。

【元気】 

・ゲームや動画視聴時間

など，家庭で決めた約

束ごとを守れるよう

働きかけている。 

学
校
研
究
・
そ
の
他 

児童  （A＋B＝８５％未満） 教職員  （A＋B＝８０％未満） 

●授業では課題解決に向け、自分で考え自分か

ら取り組んでいる。 

●もっとタブレットを上手く（効果的に）使っ

て学習したいと思う。 

・知らない人や大勢の人に、自分の考えや思い

を話せる（ようになってきた）。【勇気】 

・児童にタブレットを使って学習する良さを，

意図的・計画的に体験させている 

・児童にタブレットを使うなど効果的な指導を

している 

・児童は知らない人や大勢の人に，自分の考え

や思いを話せる（ようになってきた）【勇気】 

・児童は自分の考えや思いを，相手に分かるよ

うに書ける（ようになってきた） 

【成果】 

 ・児童の人間関係を円滑にするための活動が効果を上げており、今年度のいじめの認知 0 件につなが

っている。 

 ・学校と保護者が連携できているが、今後もより推進していくために情報発信などに力を入れていく。 

【課題】 

 ・学校での取り組みにより読書の時間は確保できているが、自ら読書に親しむ児童は少ない。 

 ・適切な生活習慣（家庭学習の習慣、適切な動画視聴の時間など）についてその大切さなどを啓発して

いくことが必要である。 

 ・児童がタブレットを有効に活用して学習に生かせるように、実践を積み重ねていくことが大切である。 


